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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　入力電力を受け、切り換え電力を給電するように構成されたスイッチと、
　遠隔制御信号を送信するよう構成されたリモコンと、
　前記切り換え電力および前記遠隔制御信号を受け、前記光源を制御するようになってい
る制御モジュールとを備え、前記制御モジュールは、
　前記制御モジュールが前記切り換え電力を受けるときに、受ける前記遠隔制御信号に応
じて、前記光源を制御し、
　受ける前記切り換え電力の遮断であって、前記遮断の継続時間が所定の時間内である遮
断の検出に応じて、前記光源に前記切り換え電力を給電するようになっている照明システ
ム。
【請求項２】
　前記所定の時間は、１００ミリ秒から１秒までの間である、請求項１に記載の照明シス
テム。
【請求項３】
　前記所定の時間は、前記入力電力を遮断する電力グリッチを除外するのに適している、
請求項１または２に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記制御モジュールは、更に、前記光源および前記スイッチのうちの少なくとも一方の
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周囲が暗いときに、前記光源に前記切り換え電力を給電するようになっている、請求項１
乃至３のいずれか一項に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記周囲の暗さを検出するようになっているセンサを更に備える、請求項４に記載の照
明システム。
【請求項６】
　前記制御モジュールは、更に、前記入力電力が連続してオンのままになっているときに
、前記光源への前記切り換え電力を給電するようになっている、請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記制御モジュールは、少なくとも１つの追加制御モジュールが別の切り換え電力から
給電される電力を連続的に受けているときに、前記切り換え電力を前記光源へ給電するよ
うになっている、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の照明システム。
【請求項８】
　前記制御モジュールおよび前記少なくとも１つの追加制御モジュールの電力入力をモニ
タするようになっているシステムコントローラを更に含む、請求項７に記載の照明システ
ム。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の照明システムにおいて、光源を制御する方法で
あって、
　前記制御モジュールが前記切り換え電力を受けるときに、受ける前記遠隔制御信号に応
じて、前記光源を制御する工程と、
　受ける前記切り換え電力の遮断であって、前記遮断の継続時間が所定の時間内である遮
断の検出に応じて、前記光源に前記切り換え電力を給電する工程とを備える、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば所定時間内の２回以上のスイッチの切り換えに応じてライトをオンに
するための照明システムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１および２は、代表的な照明システム１００および２００をそれぞれ示す。家庭また
はオフィスにおける元々の照明システムは、配線されたシステムであり、このシステムで
は、幹線電源、米国ではＡＣ１１０Ｖ、多くの他の国ではＡＣ２２０Ｖに、スイッチ１１
０、２１０が配線されている。これらスイッチ１１０、２１０は、更に配線１１５、２１
５によって光源または光源を含む照明設備１２０、２２０、例えば図１に示される天井に
位置する照明設備１２０に接続されている。上記に加え、または上記とは異なり、図２に
示されるようにスイッチ２１０は、配線２１５により壁コンセント２３０（スイッチコン
セントと称される）にも接続できる。この場合、光源／照明設備２２０はスイッチコンセ
ント２３０へプラグ挿入される。スイッチ１１０、２１０をＯＮ／ＯＦＦに切り換えると
、電源もＯＮ／ＯＦＦされ、よって光源１２０、２２０もＯＮ／ＯＦＦされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　フレキシビリティを更に増すために、例えばライトを遠隔的にＯＮ／ＯＦＦするよう、
家庭用の新しい照明システムが増設される。家庭用の新しいほとんどのこれら照明制御シ
ステムは、プロの設置者ではなく消費者自身によって設置されている。この結果、現在の
／元々の照明システムは、新しいシステムにリンクされないことになる。元々の照明シス
テムを拡張する際には、２つのシステムを効果的にリンクすることなく、増設される制御
および／または照明システムに対し、現在の／元々の照明制御システムが並列になってい
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ることに起因し、多数の問題が生じる。現在の制御装置と効果的に統合することなく、照
明制御装置を増設すると、元々の照明制御システムと新しい照明制御システムの双方によ
ってライトを制御する際に、ユーザーが混乱したり、制御が困難となったりする。
【０００４】
　例えば（図１、２に示されるように）元々のスイッチ１１０、２１０を介して光源が切
り換えられ、消費者が新しいモジュールに接続された光源の（遠隔的）制御を可能にする
新しいモジュールに光源を置き換えた場合、スイッチ１１０、２１０を介して新しいモジ
ュールに給電されることになる。スイッチ１１０、２１０は、幹線電源（例えばＡＣ１１
０Ｖ）からの切り換え電力または他の電源、例えば幹線電源から変換／誘導されたＤＣ電
力を給電する。ライト１２０、２２０をオフにするため、スイッチ１１０、２２０をＯＦ
Ｆに切り換えると、新しいモジュールへの電力もオフにされるので、潜在的に問題が生じ
る。
【０００５】
　新しい照明制御システムに慣れていない訪問者がいる場合、このような問題および混乱
は消費者にとってより大きいものとなる。訪問者は、図１、２に示されるように通常ドア
のコーナーのまわりにあるスイッチを１回切り換えれば、暗い部屋のライトがオンになる
と予想する。訪問者は、新しいライト制御システムについて知らないので、例えばスイッ
チ１１０、２２０をＯＮ位置に一回切り換えてもライトがオンにならないので驚くことに
なる。例えばプロの設置者の代わりに消費者がシステムを設置できるという利点が得られ
ても、新しい制御システムの電源がオフになったり（後述するように）新しい制御システ
ムが故障したりするだけでなく、壁のスイッチ１１０、２２０を恐らくはＯＮ位置に１回
切り換えたときにライトをＯＮにできないことも含む上記のような問題がかえって生じて
しまう。
【０００６】
　従って、設置および使用が容易であり、ユーザーの混乱を最小にできる新しい照明制御
システムが求められている。従って、本システムおよび方法の目的は、直感的に使用でき
、かつ設置が容易である照明制御装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記およびそれ以外の目的は、光源と、入力電力を受けて切り換え電力を給電するよう
になっているスイッチとを備えたシステムおよび方法によって達成される。制御モジュー
ルは切り換え電力を受け、光源を制御するようになっており、この制御モジュールは更に
所定時間内の２回以上、例えば２回のスイッチの切り換えに応答し、光源に切り換え電力
を給電するようになっている。
【０００８】
　本システムおよび方法は、例えばライトをオンに切り換えたいという意図がある場合の
、エンドユーザーの予想行動を利用するものである。ライトがオフになっているときに、
ユーザーがライトをオンに切り換えたい場合、ユーザーはライトのスイッチを１回切り換
える。ライトのスイッチの１回の切り換えに応答し、新しいライト制御モジュールの電力
がカットオフまたは遮断された場合、ライトは新しいライト制御モジュールに関連するリ
モコンが附勢されてもオンにならず、オフのままである。しかしながら、一般的なユーザ
ーは、どうしてライトがオンに切り換えられなかったか疑問に感じるので、ライトのスイ
ッチを再び切り換える。制御モジュールは、このようなスイッチの２回以上の切り換えの
シーケンスを検出し、ライトをオンにするようになっている。
【０００９】
　以下に記載する詳細な説明から、本システムおよび方法を適用できる別の分野が明らか
となろう。本発明のシステムおよび方法の実施形態を示す詳細な説明および特定の例は、
単に本発明を説明するためのものであり、発明の範囲を限定するものではない。
【００１０】
　次の説明、特許請求の範囲および添付図面から、本発明の装置、システムおよび方法の
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上記およびそれ以外の特徴、様相および利点についてより良好に理解できよう。
【００１１】
　所定の実施形態の次の説明は、実際には単に例にすぎず、本発明、その用途および使用
を決して限定するものではない。本システムおよび方法の実施形態の次の詳細な説明では
、発明の一部を形成し、本明細書に説明するシステムおよび方法を実施できる特定の実施
形態が例として示されている添付図面を参照する。これら実施形態は、現時点で開示する
システムを当業者が実施できるように十分詳細に記載されており、本発明の要旨から逸脱
することなく、他の実施形態を利用できること、および構造的および論理的変更を行うこ
とができると理解すべきである。
【００１２】
　従って、次の詳細な説明は、本発明を限定するものと見なしてはならず、本システムの
範囲は特許請求の範囲のみによって定義される。図面に示された参照番号の最初の数字は
、一般に図面の番号に対応するが、多数の図に記載されている同じ部品は、同じ参照番号
で識別されていることを例外とする。更に明確にするために、周知のデバイス、回路およ
び方法の詳細な説明については、本明細書の説明を不明瞭にしないように、省略する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図３は、インテリジェント制御モジュール３４０を含む一実施形態に係わる照明システ
ム３００を示す。特にスイッチ３１０は切り換えに応答し、電源をＯＮ／ＯＦＦに切り換
えるようになっている。説明すると、このスイッチ３１０は、幹線電源３０５、例えばＡ
Ｃ１１０ＶまたはＡＣ２２０Ｖからの電力を切り換える。当然ながら、スイッチ３１０に
より、他の電力タイプまたは電源を切り換えてもよい。
【００１４】
　切り換え電力と称されるスイッチ３１０からの出力が、直接制御モジュール３４０に給
電される。これとは異なり、この切り換え電力は電源コンセント３３０に供給してもよく
、このコンセントは例えば図２に示されるような切り換え電源コンセント２３０に類似す
る壁切り換え電源コンセントとすることができる。図３にはオプションの切り換え電源コ
ンセント３３０が点線で示されている。切り換え電力を受ける制御モジュール３４０は、
光源、または光源３２０を含むか、またはこれを収納する照明設備に接続されている。説
明すれば、制御モジュール３４０は光源ではなく、照明設備にねじ込むように、照明設備
に取り付け可能になっている。次に光源は、制御モジュール３４０に取り付け可能、例え
ばこのモジュールにねじ込まれるので、簡単に設置を行うことができる。
【００１５】
　制御モジュール３４０は、スイッチ３１０とは別個に、このモジュールに接続されたラ
イト３２０（単数または複数）を制御するようになっている。例えばライト３２０は、ス
イッチ３１０によってオンにされ、このスイッチ３１０は、元々の照明システムに含まれ
る元々のスイッチとすることができる。制御モジュール３４０は、例えばリモコン３５０
によって制御でき、制御モジュール３４０とリモコン３５０とは、任意の通信リンク、例
えば有線リンクまたは無線リンクを介してリンクもしくは通信できる。当然ながら、無線
通信は制御モジュール３４０をリンク３５０および／または別のスイッチに接続するのに
配線を調節する必要はないので、無線通信のほうがより便利である。この無線通信は、任
意の適当な手段、例えば無線周波数（ＲＦ）、赤外線（ＩＲ）、ソナー、光学的手段など
により行うことができる。例えば短距離無線プロトコル、例えばブルートゥース、ジグビ
ー、Ｚウェーブ、Ｘ１０などを使用できる。
【００１６】
　当然ながら、これまでの説明に関連し、通信技術に精通する者であれば、コントローラ
および／またはライトユニット内に種々の要素、例えば送信機、受信機またはトランシー
バ、アンテナ、変調器、復調器、変換器、デュプレクサ、フィルイタ、マルチプレクサな
どを設けることができることは明らかであるが、これら要素については本システムおよび
方法の説明を不明瞭にすることがないよう、これ以上説明しない。コントローラおよび／
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またはライトユニットは、プロセッサおよび／またはメモリを含むことができ、この場合
、プロセッサは、例えばメモリ内に記憶された命令を実行し、メモリは、光源から発せら
れる光の属性を変えるように制御できる光源の場合、設定、例えば強度（すなわちディミ
ング機能）、カラー色相、飽和度、ビーム幅、向き、色温度、混合カラーなどのプログラ
ム可能なグループを含む、光源の制御に関連する他のデータ、例えば所定の、またはプロ
グラム可能な設定も記憶できる。当然ながら、複数のグループに対し、または１つのグル
ープ内の複数の照明ユニットに対し、所望するカラー属性は同じでもよいし、または異な
っていてもよい。すなわち個々のライトユニットは単一グループ内にあっても、所望する
異なる属性の光を発生できる。同じように、２つ以上の異なるグループに同じライトユニ
ットが属していてもよいし、どのグループが制御されているかに応じ、この同じライトユ
ニットは、異なる属性の光を発生できる。すなわちグループ１内で制御されるとき、また
はグループ１と共に制御されるときは、属性１の光を発生し、グループ２内で制御される
とき、またはグループ２と制御されるときは、属性２の光を発生できる。当然ながら、グ
ループ１とグループ２の双方が制御されており、よって異なる光の属性を同時に発生する
のに同じ光を必要とするような競合がある場合には、これをユーザーに通知したり、また
は競合が生じた場合に一方の属性が他方の属性よりも優先されるような所定の階層的な構
造または他の構造を設けてもよい。
【００１７】
　照明システム３００の種々のコンポーネントは、例えば有線リンクまたは無線リンクを
含む任意のタイプのリンクにより（システムコントローラ３６０を含んで）互いに作動的
に結合できる。例えばスイッチ３６０は切り換え電力を給電するように自己のリモコンに
よって無線制御できる。更にリモコン３５０とは別に、またはリモコン３５０に加えて、
別のユニットが制御モジュール３４０と通信し、制御モジュール３４０を制御してもよい
。かかる別のユニットは、次のユニット、すなわちパーソナルデジタルアシスタント（Ｐ
ＤＡ）、携帯電話、ラップトップ、すなわちパソコンなどのうちの１つ以上とすることが
でき、これらユニットは、システムコントローラ３６０および／またはリモコン３５０と
して作動してもよいし、これらコントローラとして作動するようにプログラムしてもよい
。
【００１８】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）は、変化するカラー、強度、色相、飽和度およびその他の属
性を光に与えるように構成できるので、変化する属性の光を制御しながら発生するのに特
に良好に適した光源となっており、種々の光の属性を制御し、調節するための電子駆動回
路を一般に有する。しかしながら、種々の属性、例えば種々の強度レベル、異なるカラー
、色相、飽和度などの光を発生できる制御可能な光源、例えば白熱ライト、蛍光ライト、
ハロゲンライトまたは高強度放電（ＨＩＤ）ライトなどを使用でき、これら光源は、バラ
ストまたは種々の光の属性を制御するためのドライバーを有することができる。
【００１９】
　本照明システムおよび方法を更に理解するように、次のようなシナリオについて説明す
る。部屋の中で、制御モジュール３４０に接続されたライト３２０（単数または複数）は
、スイッチ３１０によってＯＮにされるが、後に制御ユニット３４０により、例えばリモ
コン３５０の制御により、ＯＦＦにされると仮定する。この場合、スイッチ３１０はＯＮ
位置にあるので、制御モジュール３４０に切り換え電力を給電するが、ライト３２０はオ
フのままである。部屋が暗いときにユーザーが部屋に入り、ライトをオンにしたがってい
ると仮定する。ユーザーは一般にライトスイッチが設けられているドアの近くの壁に触れ
、（例えば暗い中にある）ライトスイッチ３１０を探す。
【００２０】
　ユーザーは壁のスイッチ３１０を探し、ライト３０２をオンにするよう、スイッチ３１
０を切り換える。壁スイッチ３１０の前の状態はＯＮであったので、壁推知３１０を切り
換えると、切り換え電力はオフとなり、電力は遮断されるか、またはインテリジェント制
御モジュール３４０の電源はオフとなる。当然ながらライトはオンにならない。恐らく混
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乱しているユーザーはスイッチ３１０を再び切り換えるであろう。このような切り換え工
程は、ライトがオンになることを予想してスイッチを切り換えても、ライトがまだオンに
ならないときにとられる、このようなシナリオにおける代表的な反応である。
【００２１】
　インテリジェントライトスイッチまたは制御モジュール３４０は、ユーザーがライトを
オンにしたい意図を認識し、ライト３２０をオンにする。かかる反応、すなわち制御モジ
ュール３４０の認識は、１つ以上のパラメータ、例えば所定の時間内の２回以上、例えば
２回のスイッチ３１０の切り換えシーケンスに基づくことができる。良好な結果が得られ
るように、この切り換えシーケンスパラメータ（例えば短時間における２回の切り換え）
を、次のような他の１つ以上のパラメータと組み合わせることができる。
【００２２】
　（ａ）ユーザーが部屋に入ってライト３２０をオンにしたいときのスイッチ３１０の最
初の切り換えによる制御モジュール３４０の電力の遮断／スイッチオフの時間。任意の適
当な電力の遮断時間を使用でき、この時間は所定の長さおよび／またはプログラム可能と
することができる。例えば所定の制御モジュール３４０の電力遮断時間を１００ミリ秒（
ｍｓ）から１秒までの間にすることができる。
【００２３】
　照明システムの外部の理由により、例えば落雷によって幹線電源３０５が短時間停電し
たことにより、短時間停電した場合のオフ時の過渡現象などの電力グリッチだけでなく、
過渡現象のサージまたはスパイク、および／または制御モジュール３４０から電力を除く
よう、スイッチ３１０を意図的にオフに切り換えた状況を除くのに、かかる時間が適当で
ある（または別の時間も使用できる）。
【００２４】
　従って、この時間内にスイッチ３１０の切り換えシーケンス、例えば２回以上の切り換
えが検出されると、制御モジュール３４０はライト３２０をオンに切り換える。切り換え
シーケンスがスイッチ３１０をＯＦＦ位置のままにし、よって制御モジュール３４０への
電力をカットする場合、制御モジュール３４０または他のコンポーネント、例えばシステ
ムコントローラ３６０は、（スイッチ３１０が遠隔制御されるようになっている場合）ス
イッチ３１０を作動し、制御モジュール３４０に切り換え電力を給電し、よって制御モジ
ュール３４０はこの切り換え電力をライト３２０に給電し、よってライト３２０をオンに
する。
【００２５】
　（ｂ）互いに通信状態にあるか、またはシステムコントローラ３６０によってモニタさ
れている複数の制御モジュール３４０’、３４０”のうちの１つの制御モジュール３４０
だけをオンオフに切り換え、一方、他のモジュールはオンオフの切り換えをしないように
すること。これによって電力低下を防止でき、このことは、すべての制御モジュールへの
電力をカットオフすることになる。当然ながら上記の方法とは別に、または上記の方法に
加え、システムコントローラ３６０および／または制御モジュール３４０により、電力低
下または給電停止を判断するように、幹線電源３０５からの電力をモニタしてもよい。
【００２６】
　（ｃ）ユーザーが部屋に入ったときにスイッチ３１０を切り換える際に、暗くなってい
るということ。制御モジュール３４０および／またはシステムコントローラ３６０と（有
線または無線で）通信しているセンサ３８５を使用し、暗いことを検出できる。このセン
サ３８５は、制御モジュール３４０および／またはシステムコントローラ３６０と一体化
してもよい。当然ながら（部屋が暗くなくても）ＯＦＦ状態を部屋が暗いとして解釈する
場合に、光源３２０の状態を検出できる。より詳細に説明すれば、かかる解釈はユーザー
の正しい意図に応じやすい。すなわち（部屋が暗いか、または暗くないかに応じて）ライ
トをオンにしやすい。
【００２７】
　従って、本システムおよび方法は、ユーザーがライトをオンにしたいのか、使用として
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いるかの結論に基づき、例えばデフォルト設定、例えばデフォルト強度などでライトをオ
ンに切り換える。
【００２８】
　本明細書の説明を検討すれば、当業者に認識できるような種々の変形例も提供できる。
メモリ３８０は、アプリケーションデータだけでなく他のデータを記憶するための任意の
タイプのデバイスとすることができる。アプリケーションデータおよび他のデータは、本
システムおよび方法に従って作動するように、システムコントローラ３６０またはプロセ
ッサ３７０によって受信される。
【００２９】
　本方法のオペレーション上の動作は、コンピュータソフトウェアプログラム、例えば方
法の個々のステップまたは動作に対応するモジュールを含むことが好ましい、コンピュー
タソフトウェアプログラムにより特に実行されるようになっている。当然ながら、かかる
ソフトウェアは、コンピュータで読み取り可能なメディア、例えば集積チップ、周辺デバ
イスまたは、例えばコントローラ３６０のプロセッサ３７０または光モジュール３４０の
プロセッサに結合されたメモリ３８０または他のメモリで具現化できる。
【００３０】
　コンピュータで読み取り可能なメディアおよび／またはメモリ３８０は、任意の記録可
能なメディア（例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、取り外し自在なメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ハードド
ライブ、ＤＶＤ、フロッピー（登録商標）ディスクまたはメモリカード）でもよいし、ま
たは伝送媒体（例えば光ファイバー、ワールドワイドウェブ、ケーブルを含むネットワー
クおよび／または例えば時間分割多元アクセス、符号分割多元アクセスまたは他の無線通
信システムを使用する無線チャンネル）でよい。コンピュータシステムと共に使用するの
に適した情報を記憶できる公知の、または開発された任意のメディアをコンピュータで読
み取り可能なメディアおよび／またはメモリ３８０として使用できる。
【００３１】
　追加メモリも使用できる。コンピュータで読み取り可能なメディア、メモリ３８０およ
び／または他の任意のメモリを長期メモリ、短期メモリまたは長期メモリと短期メモリと
の組み合わせとすることができる。これらメモリは、本明細書に開示した方法、オペレー
ション上の動作および機能を実施するように、プロセッサ３７０を構成する。これらメモ
リは、分散型でもよいし、ローカル型でもよいし、追加プロセッサを設けることができる
プロセッサ３７０も、分散型でもよいし、ローカル型でもよい。メモリは電気、磁気また
は光メモリとして構成してもよいし、またはこれらタイプまたはその他のタイプの記憶デ
バイスの任意の組み合わせとすることができる。更に、メモリなる用語は、プロセッサが
アクセスするアドレス指定可能なスペース内のアドレスに書き込んだり、またはアドレス
から読み出しできる任意の情報を含むのに十分広義に理解すべきである。この定義によれ
ば、例えば、プロセッサ３７０はネットワークから情報を検索できるので、メモリ３８０
にはネットワーク上の情報も存在する。
【００３２】
　プロセッサ３７０およびメモリ３８０は、米国特許出願第2003/0057887号に記載されて
いるような任意のタイプのプロセッサ／コントローラおよびメモリとすることができ、本
明細書では、この米国特許出願全体を参考例として援用する。このプロセッサ３７０は、
スイッチ３１０の切り換えシーケンスの検出に応答して制御信号を発生し、および／また
は作動を実行し、および／またはメモリ３８０に記憶された命令を実行できるようにする
。このプロセッサ３８０は、アプリケーション特定集積回路または汎用集積回路でもよい
。更にプロセッサ３８０は、本システムに従って作動するための専用のプロセッサでもよ
いし、または本発明に従って多くの機能のうちの１つしか実行されないような汎用プロセ
ッサでもよい。このプロセッサは１つのプログラム部分、多数のプログラムセグメントを
利用して作動してもよいし、または専用または汎用集積回路を利用するハードウェアデバ
イスでもよい。ユーザーの存在またはアイデンティティを識別するように利用される上記
システムの各々は、別のシステムと共に組み合わせて使用できる。
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　当然ながら、上記実施形態またはプロセスのうちの任意の１つを、他の１つの実施形態
またはプロセスと組み合わせるか、または他の１つ以上の実施形態またはプロセスと組み
合わせ、ユーザーを探し、特定のパーソナリティとマッチングさせ、適当な推奨を提供す
る上で更に改善することも可能であると理解すべきである。
【００３４】
　最後に、これまでの説明は単に本システムを説明するためのものであり、特許請求の範
囲を特定の実施形態または実施形態のグループに限定するものと解してはならない。従っ
て、本発明の特定の実施形態を参照し、本システムについて特に詳細に説明したが、当業
者であれば、特許請求の範囲の記載を本システムのより広義の意図する要旨から逸脱する
ことなく、多数の変形および別の実施形態を想到できることも理解すべきである。従って
、本明細書および添付図面は、単に説明のためのものと理解すべきであり、特許請求の範
囲を限定するものではない。
【００３５】
　特許請求の範囲の解釈にあたり、次のように理解すべきである。
　ａ）「含む」または「備える」なる単語は、所定の請求項に記載されたもの以外の他の
要素または工程が存在することを排除するものではない。
　ｂ）要素に先行する「１つの」または「ある」なる単語は、かかる要素が複数存在する
ことを排除するものではない。
　ｃ）請求項に記載した参照符号は、発明の範囲を限定するものではない。
　ｄ）いくつかの「手段」なる用語は、同一のアイテムまたはハードウェアもしくはソフ
トウェアで実現される構造または機能によって表示できる。
　ｅ）開示した要素のいずれかは、（例えばディスクリート電子回路および集積電子回路
を含む）ハードウェア部分、ソフトウェア部分（例えばコンピュータプログラム）および
それらの任意の組み合わせから構成できる。
　ｆ）ハードウェア部分は、アナログ部分およびデジタル部分の一方または双方から構成
できる。
　ｇ）特に記載しない限り、開示したデバイスまたはデバイスの一部のいずれかは、一体
に組み合わせてもよいし、別の部分に分離してもよい。
　ｈ）特に表示しない限り、工程またはステップの特定のシーケンスは不要である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】代表的な照明システムを示す。
【図２】代表的な別の照明システムを示す。
【図３】一実施形態にかかわる照明システムを示す。
【符号の説明】
【００３７】
　３００　　照明システム
　３０５　　入力電力
　３１０　　スイッチ
　３２０　　光源
　３４０　　制御モジュール
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